
STEP１ 　＜床穴あけ作業について＞ ① 床仕上げ面に器具取り付け位置の墨
　　出しをし、穴あけ作業を行う。この際、
　　根太への干渉にご注意ください。
　　穴あけ用ホルソーは床材に合わせた
　　適切なものを選定下さい。

　　穴径はΦ55mmを推奨。
　　（最小Φ50mm以上を確保して下さい）

　　　　【推奨ホルソー】

　　　　ミヤナガ製　ウッディングコア

　　　　　刃先径 50,55ｍｍ　有効長 130Ｌ

② 床上までパイプを引き上げる。
　　 （300mm以上余裕をもって）

STEP２ 　＜パイプと継手の接続作業について＞ ③ 保温材を指で裂き、ポリブテンパイプと
　　ヒーターガイドをむき出す。

④ ヒーターガイドは切り落とさず、パイプ
　　のみ15ｃｍ以上カットし、ヒーターガイ
　　ドと段違いにする。

⑤ パイプを継手に接続した後、継手大座
　　部分に設けられた「ヒーター貫通孔」に
　　ヒーターガイドを通す。

STEP３ 　＜床面への固定作業について＞ 　【ワン座使用の場合】 ⑥ 保温材端部が広がらないように
　　補修テープでしっかり固定したあとに、
　　床仕上げ面にビス留めする。
　　【保温材補修用テープ】：HZTH-B(P)

⑦ ストレート止水栓を立てた後、ヒーター
　　ガイドが落下しないよう、インシュロック
　　等で固定する。
 　【ワン座使用の場合】
　　大型ワン座を使用する場合は、
　　ヒーターガイドを根元から切り落として
　　ご使用下さい。
　　（気密性を保つため、目張りをして下さい）

　　【大型ワン座】：φ80×10t×13用（穴径φ22）

STEP4 　＜ヒーター挿入と保温作業について＞ ⑧ 自己制御型ヒーター（アース付）を
　　ヒーターガイドに挿通する。

　　サーモスタット付属タイプのヒーターを
　　屋内側から挿通する場合、サーモ
　　スタットが室内温度を誤検知して、
　　冬場でも通電しない場合があります。

　　この場合はサーモスタットを取外して※

　　ご使用下さい。
　※サーモスタット無しの場合は、夏場でも

　　　自己制御型ヒーターが通電する場合があります。

⑨ 最後に保温材で全体を養生して、
　　施工完了です。

　　（保温筒サイズは16Ａを推奨）

・本製品の外観、色、仕様等は改良の為予告なく変更する場合があります。   取扱店
・継手接続作業及び取扱いについての詳細は弊社カタログをお読み下さい。

・ヒーターは最高温度70℃以下の自己制御型（アース付）をご使用下さい。

・ヒーターに関する詳しいお問合せは各ヒーターメーカー様までお願い致します。

・その他製品、施工に関するご質問がございましたらお気軽にお問合せ下さい。
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※注意※

ヒーターガイド用継手の正しい施工手順

ヒーターガイド用継手
（NAF13J8G）

ヒーターガイド管付

ポリブテンパイプ
PL13JHB(P)‐LG
PL16JHB(P)‐LG

保温材
補修テープ


